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保健福祉総合センター条例を可決 　 �
行政改革など４議員が一般質問　     �
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（江花（江花 渡部純也さん宅の畑でのブロッコリー収穫作業から　渡部純也さん宅の畑でのブロッコリー収穫作業から））



����

 �健康遊浴施設使用料
使用者区分(単位：円)

使　　用　　区　　分
町外在住者町内在住者

４００３００１ 日 券

高 校 生 以 下
２，０００回 数 券 (11 枚 )
３，０００３ 月 券
９，０００１ 年 券

６００５００１ 日 券

一 般
３，５００回 数 券 (11 枚 )
５，０００３ 月 券

１５，０００１ 年 券
５００４００１ 日 券

高 齢 者

障 害 者
３，０００回 数 券 (11 枚 )
４，０００３ 月 券

１２，０００１ 年 券

6月定例会は、6月21日・22日の2日間開催され、条例、補正予算などを審議しました。

　
「
上
富
良
野
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成　

年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

15

た
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
が
今
年
度
で
完
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
施
設
の
管
理
方
法
、
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
す
。

　

健
康
遊
浴
施
設
の
使
用
料
金
は
町
外
在
住
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
１
日
券
の
み
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
町
内

在
住
者
の
方
に
つ
い
て
は
回
数
券
、
３
月
券
、
１
年
券
の

発
行
な
ど
優
遇
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

施
行
月
日
は
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
で
す
。

16

11

１ 未就学児は無料とする。ただし、未就学児の使用には保護者が同伴しなければならない。
２ 介護が必要と認める高齢者及び障害者の｢ 介護者｣ の使用料は無料とする。
３ 高齢者とは、満６５歳以上の者をいう。
４ 障害者とは、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を交付された者をいう。

 �健康遊浴施設以外の施設使用料
基本使用料(１時間当たり単位：円)

使　　用　　区　　分 夜　　間昼　　間
午後６時～午後９時午前９時～午後６時

２，４００２，０００多目的ホール ( 全面 )
１，２００１，０００多目的ホール ( 半面 )
５００４００診察室・控室・会議室
６００５００研修室Ａ
６００５００研修室Ｂ

１，０００８００調理実習室
４００３００ボランティア活動室

１�につき　１５１�につき　１０その他共有部分
１�につき　１５１�につき　１０付帯施設

別に町長が定める住宅福祉施設

１　使用時間は1時間単位とし、1時間未満の使用は１時間とする。ただし、１時間を超えて使用した場合において１　
　時間未満の使用があったとき、３０分を超えるときは１時間とし、３０分以下のときは切り捨てる。
２　営利を伴う使用料は、基本使用料に基本使用料の５割に相当する額を加算した額とする。
３　11月1日から4月30日の間の使用料は、基本使用料に基本使用料の3割に相当する額を加算した額とする。
４　ステ－ジを使用する場合の使用料は、附属設備を含め１回につき5,000円とする。
５　ステ－ジ幕等、附属設備の設置又は特殊電気設備等を施すときは、その設備の設置は使用者が行い、当該設置又は
　　設備に要する費用は使用者が負担するものとする。

6月定例会は、6月21日・22日の2日間開催され、条例、補正予算などを審議しました。

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

平成16年10月末、完成がまたれる保健福祉総合センタ平成16年10月末、完成がまたれる保健福祉総合センターー

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
を
可
決

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
を
可
決

　
　
　
　

－－

使
用
料
等
を
決
定

使
用
料
等
を
決
定－－



条例・意見書

改
正
内
容
は

①
受
給
対
象
者
範
囲
の
拡
大

　

ア　

母
子
家
庭
等

現　

行 
母
子
家
庭
等

改
正
後 
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
父
子
家
庭
ま
で
拡
大
す
る
。）

す
る
。）

　

イ　

乳
幼
児

現　

行 
通
院
３
歳
ま
で
・
入
院
６
歳
ま
で

改
正
後 
通
院
・
入
院
と
も
小
学
校
就
学
前
ま
で

②
一
部
負
担
金
の
導
入

現　

行 
初
診
時
一
部
負
担
金
の
み

　
　
　
（
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
事
業
に
よ
り
本
人
負
担
な
し
）

改
正
後 
３
歳
未
満
の
受
給
者
及
び
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課　

　
　
　
 
税
）
に
属
す
る
受
給
者
は
初
診
時
一
部
負
担
金
の
み

　
　
　

右
記
以
外
の
受
給
者
は
医
療
費
の
１
割
を
自
己
負
担
す
る
。

　
　
　
　

※
月
額
上
限　

通
院
の
み　

1
2，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
院
等　
　

4
0，
2
0
0
円

③
北
海
道
老
人
医
療
給
付
事
業
対
象
者
の
見
直
し

　
　
　
（
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
）

現　

行 　

歳
以
上　

歳
未
満

65

70

改
正
後 
昭
和　

年
7
月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、　

歳
未
満
の
者

14

31

70

　
　
　
　

※
対
象
者
が
い
な
く
な
っ
た
時
点
で
事
業
を
廃
止

 
■
施
行
期
日
（
今
年
度
受
給
者
証
更
新
時
よ
り
）

　
　
　
 
重
度
・
ひ
と
り
親
家
庭
等　

平
成　

年　

月
1
日

16

10

　
　
　
 
乳
幼
児　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年　

月
1
日

16

10

　
　
　
 
北
海
道
老
人
医
療　
　
　
　

平
成　

年
8
月
1
日

16

経
過
措
置　

一
部
負
担
金
の
導
入
に
伴
い
、
町
単
独
事
業
（
乳
幼
児
の
み

初
診
時
一
部
負
担
金
の
助
成
）
を
見
直
し
、
平
成　

年
9
月
末
ま
で
の
医

19

療
費
に
限
り
、
３
歳
未
満
（
３
歳
に
達
す
る
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
を
含
む
。）
の
間
に
お
い
て
は
、
一
部
負
担
金

（
初
診
時
一
部
負
担
金
）
を
助
成
す
る
。

　
「
上
富
良
野
町
子
ほ
め
基
金
条
例
」
を
原
案
の

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
児
童
生
徒
の
優
れ
た
個
性
や
能
力
、

社
会
性
を
発
見
し
、
こ
れ
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
心
身
共
に
健
全
な
児
童
生
徒
を
地
域
ぐ
る

み
で
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
度
「
文

16

部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
ス
ガ
ノ
農
機
社
長

の
菅
野
祥
孝
氏
よ
り
町
に
百
万
円
が
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
意
向
に
沿
っ
て
寄
付
を
受
け
た
資
金
を
も

と
に
基
金
を
設
立
し
、
使
途
、
管
理
方
法
等
を
定

め
た
も
の
で
す
。

　

施
行
月
日
は
、
平

成　

年
７
月
１
日
か

16
ら
で
す
。 上

富
良
野
町  　
　
　

　
　

子
ほ
め
基
金
条
例
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林

吸
収
源
対
策
の
確
実
な
推
進
を
！

　

北
海
道
で
は
、
林
業
・
木
材
産
業
の
採
算
性
の
悪

化
な
ど
の
厳
し
い
情
勢
か
ら
、
間
伐
や
植
林
な
ど
の

事
業
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
森

林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
が
危
ぶ

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
北
海
道
森

林
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
そ
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
林
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

京
都
議
定
書
で
は
、
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
６
％
の
う
ち　

％
を
森
林
で
確
保
す
る
こ

3.9

と
と
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
全
国
の
森
林
面
積
の
４

分
の
１
を
占
め
る
北
海
道
の
森
林
に
対
し
て
は
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
蔵
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
機
能
を
発
揮
す
る
上
で
、
国
民
か
ら
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

国
際
公
約
と
な
っ
て
い
る
京
都
議
定
書
に
お
け

る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
森
林
整
備
に
必
要
な
財
源
の
確
保
と
道
産
材
の

利
用
促
進
を
図
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
、
山
村
地
域
の
振
興
を
図
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
吸
収
源
対
策
と
し
て

の
森
林
整
備
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
温
暖
化
対
策

税
の
創
設
を
図
り
、
そ
の
税
収
の
活
用
目
的
に
森
林

整
備
や
保
全
を
位
置
付
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣

　
　
　
　
　
　

総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣　

　
　
　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣　

　
　
　
　
　
　

環
境
大
臣

� ������������������������������������

意見書を国などに提出しました

　
「
重
度
心
身
障
害
者
及
び
母
子
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
・
乳
幼
児
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
・
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
原
案
の
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
改
正

に
よ
り
、
世
帯
の
所
得
状
況
及
び
年
齢
に
よ
る
一

部
負
担
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
対
象

範
囲
の
拡
大
な
ど
が
改
正
さ
れ
関
係
す
る
３
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

議
決
に
あ
た
っ
て
は
、
一
部
負
担
金
制
度
導
入

の
是
非
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

３
条
例
を
一
部
改
正
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問　
ど
こ
の
市
町
村
と
合
併
す
る
と
の
具
体
的
な
話
と
、  

資
料
や
情
報
提
供
が
町
民
に
な
い
中
で
の
平
成　

年
３
月 

17

　

日
ま
で
に
住
民
に
問
う
の
は
、
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

31提
出
者　
道
が
示
し
た
合
併
構
想
枠
が
あ
り
、
５
市
町
村

で
の
広
域
行
政
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
相
手
が
な
い
事
に

は
な
ら
な
い
。

問　
投
票
資
格
を
選
挙
人
名
簿
に
限
っ
た
根
拠
と
、
将
来 

を
担
う
子
供
達
も
選
択
肢
に
考
え
、
子
供
の
範
囲
規
定
を 

入
れ
な
か
っ
た
の
か
。

提
出
者　
来
年
３
月　

日
ま
で
と
期
限
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ

31

て
い
る
の
で
、
選
挙
人
名
簿
は
整
理
さ
れ
て
い
る
点
を
根

拠
と
し
た
。
子
供
達
も
入
れ
た
い
が
、
情
報
提
供
と
説
明
、

理
解
に
大
変
な
作
業
を
要
す
る
の
で
、
時
間
的
制
約
が
あ

る
の
で
今
の
条
件
で
進
め
た
い
。

問　
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
も
情
報
公
開
を
し
て
示 

す
必
要
が
あ
り
、
議
会
も
同
然
で
あ
る
が
、
な
ぜ
来
年
３ 

月　

日
と
期
限
限
定
を
し
た
の
か
。

31
提
出
者　
国
の
合
併
特
例
法
と
い
う
財
政
支
援
が
付
い
た

こ
の
期
間
が
、
来
年
の
３
月　

日
と
い
う
事
で
、
国
が
示

31

し
て
い
る
の
で
す
。

問　
提
案
者
は
、
合
併
特
例
債
は　

年
３
月　

日
で
切
れ
、

17

31

そ
の
後
に
な
る
と
合
併
特
例
債
の
措
置
が
な
く
な
る
懸
念 

が
あ
っ
て
、
３
月　

日
と
判
断
し
て
い
る
が
、
旧
法
で
も 

31

新
法
で
も
合
併
特
例
債
等
に
お
け
る
地
方
交
付
税
の
措
置 

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
３
月　

日
に
限
定
せ
ず
、 

31

将
来
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
う
が
。

提
出
者　
合
併
特
例
債
を
目
当
て
に
と
い
う
よ
う
な
事
を

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
の
財
政
は
毎
年
５
〜
６
億
円

づ
つ
削
減
、
削
減
で
行
き
、
町
民
は
そ
の
痛
み
に
耐
え
る

か
、
合
併
の
場
合
は
こ
う
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
住
民
へ

の
周
知
説
明
が
必
要
で
す
。
町
民
が
希
望
す
る
も
の
を
、

で
き
る
だ
け
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
事
で
も
っ
て
、
来

年
３
月　

日
が
よ
い
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

31

　

発
議
案
に
対
し
、
質
疑
、
討
論
を
経
て
起
立
に
よ

り
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
下
、
提
案
理
由
、
質
疑
内
容
、
討
論
内
容
を
掲

載
し
ま
す
。

　

◎
提
案
理
由　

国
の
進
め
る
市
町
村
合
併
は
大

き
な
問
題
で
、
本
来
は
町
が
説
明
周
知
の
後
、
住
民

投
票
又
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、

そ
の
努
力
は
見
え
ず
住
民
の
関
心
も
薄
く
、
こ
れ

を
杞
憂
し
て
発
議
し
ま
す
。

　

富
良
野
圏
域
に
約　

億
円
の
財
政
支
援
の
あ
る

200

合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成　

年
３
月　

日

17

31

ま
で
に
合
併
す
る
の
か
、
平
成　

年
４
月
以
降
の

17

財
政
支
援
の
な
い
新
法
の
も
と
で
、
知
事
の
勧
告

斡
旋
に
対
し
、
ど
こ
ま
で
自
立
で
頑
張
れ
る
か
で

す
。

　

平
成　

年
に
は
基
金
も
な
く
な
り
、
後
は
赤
字

19

再
建
団
体
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
５
〜
６
億
円
の
財
政
削
減
に
住
民
を
耐
え
さ
せ
、

且
つ
基
金
を
使
い
果
た
し
、
赤
字
再
建
団
体
に
な

っ
て
も
痛
み
を
与
え
続
け
る
の
か
。
又
、
そ
の
痛

み
に
町
民
は
耐
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
こ
の
と
こ
ろ

を
町
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
く
、
住
民
周

知
を
狙
い
と
し
て
本
条
例
案
を
提
案
し
ま
す
。

　

提
出
者　

町
議
会
議
員　

梨
澤
節
三

　

賛
成
者　

町
議
会
議
員　

吉
武
敏
彦

「上富良野町の合併についての意思を
問う住民投票条例」が議員発議される。

１，　

全
国
的
に
合
併
へ
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
は
、
合

併
相
手
と
十
分
な
協
議
を
図
り
、
最
終
決
定
前
に
住
民
の
意

思
を
問
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
条
例
案
は
、
ど
こ
の
自
治

体
と
合
併
な
の
か
、
合
併
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
か
、
合
併

し
な
か
っ
た
場
合
は
等
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報
が
不
十
分

で
、
住
民
と
将
来
の
町
づ
く
り
論
議
を
尽
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
様
な
状
況
で
、
合
併
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
を

行
う
の
は
、
町
民
に
混
乱
を
招
く
可
能
性
も
あ
り
、
本
条
例

の
制
定
は
時
期
尚
早
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

　
　
　

―
議
員
の
議
案
提
出
権
―

　
　
　
  
議
員
発
議
に
よ
る
議
員
の
議
案
提
出
権
は
、

　
　
  
地
方
自
治
法
第　

条
に
よ
り

112

　
　
  
①
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
、
議

　
　
　
  
会
に
議
案
を
提
出
す
る
事
が
出
来
る
。

　
　
  
②
議
案
提
出
に
は
、
議
員
定
数
の
1
／　

以
12

　
　
　
  
上
の
者
の
賛
成
が
必
要
。

　
　
  
と
規
定
さ
れ
、
当
町
議
会
で
は
議
員
２
名
の

　
　
　
  
賛
成
に
よ
り
議
案
提
出
が
出
来
ま
す
。

　
　
  
尚
、
質
疑
の
答
弁
は
、
提
出
者
が
行
う
こ
と

　
　
  
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
は
、
合
併
に
つ
い
て
の
第
一
段
階
と
し

17

て
町
の
判
断
の
時
期
で
す
。
町
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
根
底
は
、
住
民
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
っ
ち
の
方
向

を
向
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
見
極
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
協

力
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
合
併
問
題
も
し
か
り
で
す
。
合
併
に

つ
い
て
の
、
住
民
意
思
の
判
断
材
料
と
し
て
、
住
民
投
票
は

必
要
と
し
、
本
条
例
案
に
賛
成
し
ま
す
。

議員発議

質 
疑 
か 
ら

 解　説 

討 
論

２，　

提
案
者
は
、
来
年
３
月　

日
を
も
っ
て
合
併
の
住
民

３１

投
票
条
例
を
制
定
し
た
い
と
の
事
で
す
が
、
次
の
点
で
反
対

し
ま
す
。

①
町
の
財
政
、
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
へ
の
問
い
か
け
が
始

　

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

②
議
会
内
部
の
論
議
が
十
分
さ
れ
て
い
な
い
。

③
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ
る
。

④
住
民
投
票
の
資
格
者
で
の
子
供
へ
の
配
慮
に
検
討
を
要
す
。

⑤
住
民
投
票
の
成
立
に
お
け
る
１
／
２
以
上
は
、
町
の
将
来

　

の
事
な
の
で
疑
問
が
あ
る
。

⑥
合
併
特
例
債
の
期
限
３
月　

日
以
後
の
認
識
相
違
が
あ
る
。

３１

　

住
民
に
合
併
の
賛
否
を
問
う
事
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
十

分
住
民
や
議
会
の
納
得
を
得
ら
れ
な
い
問
題
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
内
容
で
の
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
は
、
当
面
は

反
対
の
意
思
表
示
を
し
ま
す
。

賛  成 反  対



�

今
年
は
か
ろ
う
じ
て
一
年
生　
42

名
で
2
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
が
、

上
高
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な

る
の
か
、
存
続
の
対
策
は
。

教
育
長　

上
川
南
地
区
に
お
い

て
富
良
野
高
校
で
一
学
級
削
減

の
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
市
の

熱
意
が
功
を
奏
し
、
学
級
維
持

が
確
保
さ
れ
た
。
上
高
に
お
い

て
は
、
今
後
も
2
学
級
が
安
定

的
に
確
保
さ
れ
、
学
校
運
営
が

図
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

小
規
模
校
、
僻
地
校
の
将
来

　

的
な
再
編
、
統
合
の
考
え
は

問　

小
規
模
校
、
僻
地
校
の
再

編
・
統
合
等
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。
里
親
制
度
等

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
子
ど

も
達
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

平
成　

年
に
は
清
富

22

小
学
校
が
3
人
に
な
る
。
現
在

6
人
だ
が
、
こ
の
現
状
を
維
持

す
る
こ
と
が
い
い
の
か
、
里
親

制
度
も
町
の
財
政
投
資
が
非
常

に
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
し
て
学

校
を
地
域
に
存
続
す
る
こ
と
が

必
要
か
ど
う
か
。
と
い
う
こ
と

を
総
合
的
に
判
断
し
、
再
編
統

合
に
つ
い
て
は
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
よ
う
な
財
源
を
用
い
て
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
行
な
う
か
を

ま
と
め
、
そ
の
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
町
民
に
知
ら
せ
る
事
が

大
切
で
あ
る
。
町
づ
く
り
の
基

本
原
則
の
確
立
の
考
え
に
基
づ

き
、
情
報
共
有
や
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
中
で
具
体
的

な
検
討
を
進
め
、
実
践
し
て
い

き
た
い
。
過
去
に
台
所
白
書
を

配
布
し
た
事
の
反
省
も
含
め
、

そ
の
効
果
的
な
部
分
を
考
慮
し
、

住
民
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
の

手
法
を
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

町
民
の
痛
み
、
応
分
の
負
担

　

の
町
民
の
声
の
反
映
は

問　

町
民
の
痛
み
の
部
分
で
言

う
と
、
公
共
施
設
の
利
用
料
金

を
は
じ
め
、
各
分
野
で
の
見
直

し
作
業
等
に
な
る
と
思
う
が
、

こ
れ
ら
応
分
の
負
担
を
求
め
て

い
く
た
め
に
、
町
民
の
声
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
反
映
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
、

町
民
の
代
表
組
織
と
し
て
、
行

財
政
改
革
推
進
町
民
会
議
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
や
町
づ
く
り

　

住
民
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り

　

方
に
つ
い
て

問　

こ
れ
か
ら
は
町
民
も
痛
み

を
伴
う
町
政
を
と
の　

年
度
の

16

執
行
方
針
で
あ
る
が
、
ま
ず
今

年
の
予
算
、
仕
事
の
内
容
を
理

解
し
て
も
ら
う
事
か
ら
始
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
ニ

セ
コ
町
で
は
予
算
説
明
書
「
も

っ
と
知
り
た
い
今
年
の
仕
事
」

と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、
全
戸

に
配
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
一

冊
が
あ
れ
ば
町
政
に
つ
い
て
十

分
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
学
童

保
育
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
全

体
の
予
算
、
保
育
の
対
象
者
、

保
育
料
、
場
所
、
定
員
、
入
所

受
付
時
期
な
ど
運
営
内
容
が
詳

し
く
記
載
さ
れ
、
町
や
道
、
国

が
ど
れ
位
負
担
し
て
い
る
か
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

冊
子
は
、
町
外
の
人
も
1
冊
千

円
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
観

光
協
会
が
取
り
扱
っ
て
い
る
。

上
富
良
野
町
も
財
政
難
で
あ
っ

て
も
住
民
に
行
政
を
詳
し
く
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
世
帯

に
1
冊
ず
つ
配
布
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

予
算
に
つ
い
て
は
、
ど

村 上 議 員

平成16年度版 ニセコ町予算説明書平成16年度版　ニセコ町予算説明書

一 般 質 問

Ｑ
、
事
業
予
算
の
内
容
を
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、

　
　
　
　
　
　

冊
子
作
成
・
配
布
等
、
情
報
提
供
改
革
を

A
、
過
去
の
台
所
白
書
の
反
省
を
ふ
ま
え
、

　
　
　
　
　
　
　
 
住
民
情
報
開
示
の
手
法
を
検
討
し
た
い

ト
ー
ク
等
直
接
住
民
の
皆
様
と

の
対
話
を
深
め
て
い
く
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。　

退
職
時
特
別
昇
給
の
廃
止
を

問　

職
員
の
退
職
時
に
給
料
を

引
き
上
げ
て
退
職
金
を
増
や
す

特
別
昇
給
制
度
を
廃
止
し
て
は
。

町
長　

今
後
、
北
海
道
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
で
負
担
区

分
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
れ
ば
、

関
係
団
体
と
協
議
の
上
、
見
直

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

防
災
危
機
管
理
計
画
に
人
材
を

問　

国
民
保
護
法
に
対
応
し
た

防
災
危
機
管
理
計
画
を
作
成
し

て
は
ど
う
か
。
そ
れ
ら
の
計
画

立
案
・
作
成
能
力
、
有
事
及
び

各
種
実
態
の
対
応
に
豊
富
な
知

識
を
も
つ
、
防
衛
庁
関
係
の
人

材
を
求
め
て
は
い
か
が
か
。

町
長　

道
の
方
向
性
と
整
合
性

の
あ
る
中
で
上
富
良
野
町
と
し

て
の
住
民
保
護
計
画
を
策
定
し

た
い
。
有
識
者
等
々
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
、
知
恵
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　

上
高
の
存
続
の
対
策
は

問　

道
内
公
立
高
校
の
来
年
度

の
計
画
案
が
示
さ
れ
、
上
川
南

部
で
1
学
級
削
減
と
あ
る
が
、

一般質問は6月21日・22日に行われ、4人が質問しました。
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岩 田 議 員

16区画が利用されている町民農園16区画が利用されている町民農園

で
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
、
農
業
協
同
組

合
が
行
う
農
地
の
貸
付
は
、
１

区
画　

ア
ー
ル
未
満
、
営
利
目

１０

的
で
農
作
物
の
栽
培
を
行
わ
な

い
な
ど
、
一
定
の
条
件
の
下
で

町
民
農
園
を
開
設
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
利
用
者
な
ど
の
意
見

を
十
分
に
お
聞
き
し
な
が
ら
場

所
の
変
更
も
含
め
、
課
題
と
し

て
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

町
長
も
深
く
理
解
を
頂
い
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
来
年
度
に
向

け
早
急
に
場
所
の
選
択
、
検
証

に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
。

町
長　

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

行
政
主
体
の
町
民
農
園
で
は
な

く
、
農
業
者
自
ら
が
経
営
維
持

の
方
法
と
し
て
、
農
家
の
皆
さ

ん
方
が
こ
れ
ら
の
対
応
を
や
っ

て
い
く
、
そ
れ
ら
に
対
し
行
政

が
い
か
に
支
援
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
、
今
後
そ
う
い
っ
た

面
を
含
め
て
十
分
検
討
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

新
行
財
政
改
革
に
向
け
自
ら

　

の
削
減
策
を

問　

新
行
財
政
改
革
基
本
方
針

（
自
立
に
向
け
た
上
富
良
野
町

再
生
プ
ラ
ン
）
を
資
料
と
し
て

出
さ
れ
た
が
、
以
前
か
ら
町
長

は
、
５
年
後
の
財
政
規
模
は　
６０

億
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、　

年
度
に

１７

は
８
億
５
千
万
円
に
も
及
ぶ
歳

入
の
減
、
そ
れ
に
伴
い
３
億
６

千
万
円
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
財
政

状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
様
な
状
況
の
中
、
早
急
に
更

な
る
削
減
策
が
求
め
ら
る
が
、

町
長
は
自
ら
の
削
減
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
お

伺
い
し
た
い
。

町
長　

今
年
度
上
期
に
は
、
行

財
政
実
施
計
画
を
町
民
皆
様
と

協
働
で
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
基
本
方
針
に
は
、「
町

づ
く
り
の
基
本
原
則
の
確
立
」

「
行
政
内
部
改
革
の
徹
底
」「
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
改
革
の
徹

底
」
の
３
本
を
提
起
し
て
い
る

が
、
自
ら
の
削
減
策
に
つ
い
て

は
「
行
政
内
部
改
革
の
徹
底
」

中
で
具
現
化
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
町

　

町
民
農
園
の
充
実
を

問　

昨
年
度
よ
り
、
町
民
農
園

が
富
原
の
野
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー

の
所
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
変
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

立
地
条
件
と
し
て
は
、
決
し
て

望
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。
せ
っ
か
く
「
日
本

一
、
空
気
の
美
味
し
い
と
こ
ろ

」
と
認
定
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、

せ
め
て
雄
峰
十
勝
岳
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
、
美
味
し
い
空
気

を
味
わ
え
る
、
誰
も
が
「
私
も

こ
ん
な
場
所
で
野
菜
を
育
て
て

み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
、

こ
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
農

園
の
開
設
を
、
市
街
地
近
郊
の

農
業
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

求
め
、
今
後
に
向
け
て
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長　

町
民
自
ら
、
作
物
の
ま

き
つ
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
地
産
地
消

の
意
識
を
高
め
て
い
く
為
に
、

平
成　

年
度
よ
り
町
民
農
園
を

１５

開
設
し
、
利
用
者
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

し
か
し
農
地
に
つ
い
て
は
法

民
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
し
、

組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
職
員

に
範
を
示
す
と
と
も
に
、
改
革

の
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
牽
引
力

を
発
揮
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

町
長
は
、
聖
域
な
き

行
財
政
改
革
を
行
う
と
、
お
っ

し
ゃ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

改
革
案
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

自
ら
の
部
分
に
お
い
て
は
、
大

変
消
極
的
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
が
為
に
、
財
政
の
厳
し
さ
、

大
変
さ
が
な
か
な
か
町
民
に
は

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
町
民
と
行

政
の
温
度
差
を
強
く
感
じ
る
が

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長　

今
後
、
全
て
の
行
政
情

報
を
、
い
か
に
住
民
に
知
っ
て

い
た
だ
く
か
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
皆
様
に
町
政
に
対
す
る
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
上
期

内
に
は
何
と
か
行
財
政
改
革
の

実
施
計
画
を
策
定
し
、
来
年
度

の
予
算
編
成
に
対
応
で
き
得
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
た
い
と
考

え
て
お
り
、
ま
た
、
内
部
的
な

改
革
に
つ
い
て
は
、
自
ら
私
も

率
先
し
て
対
処
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

Ｑ
、
町
民
農
園
の
更
な
る
充
実
を
。
誰
も
が
「
こ
ん
な
場
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
を
育
て
て
み
た
い
」と
思
え
る
場
所
で

A
、
利
用
者
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、

　
　
　
　
　
 
場
所
の
変
更
も
含
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
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火
山
灰
採
掘
所
の
復
元
指
導

　

の
徹
底
を
早
急
に

問　

草
分
地
域
の
火
山
灰
採
掘

所
の
復
元
対
策
が
と
ら
れ
て
い

な
い
が
、
町
、
道
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

事
業
者
が
復
興
を
確
保

し
て
い
な
い
た
め
、
平
成　

年
14

　

月　

日
と
平
成　

年
1
月　

10

18

16

22

日
に
、
業
者
立
会
い
の
も
と
で
、

上
川
支
庁
に
よ
る
現
地
指
導
が

行
な
わ
れ
、
町
も
同
席
し
た
中

で
、
沈
殿
池
の
設
置
、
排
水
路

整
備
、
植
林
に
よ
る
復
旧
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
立
て
、

変
更
許
可
申
請
を
す
る
よ
う
事

業
者
に
改
善
を
求
め
た
。

再
質
問　

現
状
で
は
、
排
水
路
、

沈
殿
池
も
素
堀
で
い
い
か
げ
ん

な
も
の
で
、
厳
し
い
行
政
指
導

と
監
視
が
で
き
る
町
独
自
の
条

例
が
必
要
で
は
。

町
長　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
課
題
と
し
た
い
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
待
機

　

者
を
無
く
す
対
策
を
早
急
に

問　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
世

帯
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
設
置
計
画
は
。

町
長　

各
地
区
の
民
生
児
童
委

員
の
協
力
に
よ
り
、
緊
急
性
の

高
い
方
か
ら
優
先
的
に
設
置
を

進
め
て
い
る．

当
面
は
現
保
有

台
数
の
中
で
、
若
干
の
時
間
を

有
す
る
が
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
い

く
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

予
算
化
す
べ
き
も
の
は
予

算
化
し
て
、
速
や
か
に
設
置
す

る
と
い
う
措
置
が
必
要
で
は
。

町
長　

申
請
者
に
対
し
て
取
り

外
し
者
と
の
数
が
あ
わ
ず
待
機

期
間
が
長
く
な
る
と
い
う
状
況

も
十
二
分
に
予
測
も
さ
れ
る
の

で
、
何
台
か
の
シ
ス
テ
ム
を
確

保
し
て
お
い
て
、
申
込
者
に
対

応
し
て
い
け
る
よ
う
な
手
法
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

療
養
型
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

の
ベ
ッ
ド
整
備
を
早
急
に

問　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
療
養

型
を
利
用
し
た
い
と
い
う
介
護

認
定
者
が
増
加
し
て
お
り
、
早

急
な
整
備
が
必
要
で
は
。

町
長　

町
立
病
院
に
介
護
療
養

型
病
床
を　

床
設
け
て
い
る
が
、

２０

空
き
ベ
ッ
ド
が
な
い
。
ま
た
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
も
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
に　

床
設

10

置
し
て
い
る
が
、
満
床
の
日
が

　

上
富
良
野
小
学
校
の
改
築
と

　

西
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備

　

を
早
急
に

問　

上
富
良
野
小
学
校
は　

年
30

代
と　

年
代
に
建
設
さ
れ
、
老

４０

朽
化
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
早
急
な
改
築
計
画

が
必
要
で
は
。
ま
た
、
西
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て

も
、
水
は
け
が
悪
く
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
等
の
改
修
等
の
要
望
が
出

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。　

教
育
長　

上
富
良
野
小
学
校
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
年
数

と
と
も
に
校
舎
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
腐
食
に
よ
り
床
が
落
ち

た
り
、
外
壁
の
損
傷
や
排
水
管

の
老
朽
化
等
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
校

舎
の
安
全
管
理
の
面
か
ら
も
、

町
長
部
局
と
も
十
分
協
議
を
進

め
、
第
５
次
総
合
計
画
の
早
い

時
期
に
位
置
付
け
を
し
た
い
。

ま
た
、
西
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

整
備
に
つ
い
て
は
、
水
は
け
が

悪
い
た
め
、
校
外
活
動
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
、　

年
度
で
予

17

算
化
し
整
備
で
き
る
よ
う
協
議

し
た
い
。

多
い
傾
向
に
あ
り
、
利
用
者
へ

の
空
き
ベ
ッ
ド
確
保
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。
他
市
町
村
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
の
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

療
養
型
の
要
望
が
高
く
、
町
独

自
の
設
置
計
画
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
。

町
長　

協
会
病
院
が　

床
を
廃

４０

止
す
る
。
そ
の
受
け
皿
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
課
題

と
し
て
あ
り
、
町
の
施
設
の
ベ

ッ
ド
数
の
見
直
し
も
十
分
配
慮

し
て
考
え
た
い
。

　

乳
幼
児
と
親
が
楽
し
く
遊
べ

　

る
居
場
所
の
確
保
を
早
急
に

問　

親
子
が
と
も
に
遊
べ
て
ふ

れ
あ
い
の
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
が
必
要
で
は
。

町
長　

乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て

中
の
親
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に

遊
び
、
打
ち
解
け
、
語
り
合
う

こ
と
で
精
神
的
な
安
定
感
と
な

り
、
育
児
へ
の
悩
み
解
消
へ
つ

な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
老

人
身
障
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

施
設
の
一
部
の
活
用
を
図
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

整備がまたれる西小学校グランド整備がまたれる西小学校グランド

Ｑ
、　

上
富
良
野
小
学
校
の
改
築
計
画
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
早
急
に

A
、　

上
富
良
野
小
学
校
の
改
築
計
画
は
第
5
次
総
合
計
画
で
、 

　
　
　
　
  
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
は　

年
度
で
検
討
し
た
い

17
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長期に放置された駅裏駐輪場長期に放置された駅裏駐輪場

特
に
長
期
駐
車
自
転
車
の
う
ち

　

数
台
に
つ
い
て
は
「
防
犯
登

20録
」
や
「
通
学
用
登
録
」
を
確

認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
者

・
使
用
者
が
判
明
し
、
引
取
り

が
可
能
な
の
に
放
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
実
態
を
町
長
は
ど
う

判
断
す
る
の
か
、
見
解
を
求
め

た
い
。

　

ま
た
、
駅
裏
駐
輪
場
は
長
期

放
置
自
転
車
が
半
分
を
占
め
、

日
常
の
駐
輪
は
路
上
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
そ
の
措
置
を
早
急
に

行
な
う
と
と
も
に
、
駅
前
駐
輪

場
屋
上
で
使
わ
れ
て
い
な
い
駐

輪
置
台
を
、
移
動
設
置
し
て
整

然
と
し
た
駐
輪
場
に
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長　

平
成　

年
度
ま
で
は
防

14

犯
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
対
応

し
て
き
た
。
そ
れ
以
降
は
条
例

施
行
規
則
等
に
基
づ
く
対
処
が

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
の
報

告
を
受
け
、
誠
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
助
役
に
対
し
、

条
例
規
則
に
対
応
し
た
措
置
を

早
急
に
す
る
よ
う
強
く
指
示
を

い
た
し
ま
し
た
。
提
言
あ
り
ま

し
た
、
自
転
車
置
台
等
は
是
正

し
て
い
く
認
識
で
あ
る
。

　

上
富
良
野
公
民
館
の
改
修
に

　

つ
い
て

問　

公
民
館
は
昭
和　

年
に
建

46

設
さ
れ
、
以
来　

年
を
経
過
し

32

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
図
書

室
は
蔵
書
の
重
み
等
で
危
険
な

状
況
に
あ
る
と
、
平
成　

年　
15

12

月
定
例
町
議
会
で
公
民
館
改
修

実
施
設
計
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
財
源
の
関
係
で
改

修
事
業
費
の
平
成　

年
度
予
算

16

化
は
見
送
ら
れ
た
が
、
公
民
館

改
修
、
図
書
室
の
一
階
へ
の
改

修
移
転
は
、
平
成　

年
度
に
実

17

施
す
る
の
か
明
瞭
な
答
弁
を
求

め
る
。

教
育
長　

公
民
館
の
老
朽
化
と

機
能
上
の
不
便
さ
、
施
設
の
安

全
性
の
確
保
か
ら
大
規
模
改
修

を
計
画
し
、
既
に
実
施
設
計
を

終
え
て
い
る
。
し
か
し
、
改
修

に
は
多
額
の
財
政
投
資
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
町
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
勘
案
し
、
平
成　

年
17

度
に
道
の
補
助
採
択
を
受
け
て
、

図
書
室
の
改
修
を
含
め
た
大
規

模
改
修
事
業
を
実
施
す
る
。

問　

公
民
館
1
階
の
天
井
板
が

さ
が
り
、
下
か
ら
支
え
て
い
る

状
況
な
の
で
、
安
全
性
か
ら
早

　

Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅
周
辺
の
自

　

転
車
駐
車
場
管
理
に
つ
い
て

問　

平
成
9
年　

月
に
駅
前
駐

11

輪
場
が
設
置
さ
れ
た
が
、
管
理

体
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

管
理
は
高
齢
者
事
業
団

に
委
託
し
、
主
な
業
務
内
容
は

施
設
内
の
清
掃
、
駐
車
自
転
車

の
整
理
、
駐
車
台
数
の
確
認
、

除
雪
等
と
な
っ
て
い
る
。

問　

長
期
駐
車
自
転
車
に
つ
い

て
、
私
の
調
査
で
は
平
成　

年
14

度
か
ら
使
用
不
可
能
な
も
の
が

　

数
台
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、

40条
例
等
に
基
づ
く
管
理
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

条
例
上
、
2
週
間
以
上

駐
車
し
続
け
て
い
る
自
転
車
は
、

長
期
駐
車
自
転
車
と
し
て
扱
い
、

以
後
所
有
者
の
調
査
や
引
取
り

に
関
す
る
告
示
等
、
所
定
の
手

続
を
経
て
、
当
該
自
転
車
の
廃

棄
処
分
が
で
き
る
事
に
な
っ
て

い
る
が
実
施
し
て
い
な
い
。
今

後
は
こ
の
条
例
等
に
基
づ
き
、

適
正
な
取
り
扱
い
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

再
質
問　

駐
輪
車
の
実
態
を
見

る
と
、
条
例
に
基
づ
く
諸
手
続

が
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
。

急
に
措
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

専
門
家
の
点
検
結
果

の
意
見
で
は
、
す
ぐ
落
下
す
る

危
険
は
無
い
と
の
事
だ
が
、
下

か
ら
胴
縁
等
で
応
急
処
置
を
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
利
用
者

の
安
全
と
事
故
の
未
然
防
止
に

向
け
、
明
年
度
の
大
規
模
改
修

ま
で
の
間
、
保
守
点
検
に
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
そ
の

対
応
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

公
共
的
建
物
、
公
園
等
で
の

　

器
物
損
傷
に
つ
い
て

問　

最
近
深
夜
に
、
無
人
の
公

共
的
施
設
で
の
、
器
物
損
傷
行

為
が
聞
か
れ
る
が
、
そ
の
実
態

と
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
長　

本
年
度
は
日
の
出
公
園
、

日
の
出
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
島
津
公
園
等
で
あ
り
、
そ

の
実
被
害
額
は
8
万
5
千
円
で

あ
る
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
の

増
、
防
犯
協
会
等
々
の
関
係
組

織
と
の
連
携
を
密
に
し
、
広
報

誌
や
防
災
無
線
に
よ
る
呼
び
か

け
等
で
住
民
の
皆
様
方
、
青
少

年
の
皆
さ
ん
方
の
モ
ラ
ル
の
育

成
と
醸
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

Ａ
、
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
早
急
に
対
応
し
た
い

Ｑ
、
駅
駐
輪
場
の
長
期
駐
車
自
転
車
に

　
　
　
　
　
　
　
　
 
対
す
る
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が



これはどうなっているの？

　
「
町
政
の
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？
」
シ
リ
ー
ズ
№
４
と
し

て
、
住
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

「
水
」
を
今
回
は
と
り
あ
げ
て
み

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
住
民
の
快
適
な
生
活

を
維
持
す
る
為
、
上
水
道
・
下
水

道
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
は
、
現
在
十
勝
岳

の
麓
及
び
東
中
倍
本
の
２
ヶ
所

の
湧
水
を
各
家
庭
に
給
水
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
毎
日
の
暮

ら
し
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を

た
え
ま
な
く
送
り
続
け
る
為
に

水
道
施
設
の
拡
張
や
、
改
良
、
整

備
さ
ら
に
日
常
の
維
持
管
理
が

必
要
で
す
。

これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

町
政
の

�����
�����
�����
�����
�����
�����

No.4No.4
これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

上水道・下水道上水道・下水道？ !

�

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
町
の

財
政
と
別
に
企
業
会
計
を
設
け
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、
そ

の
維
持
管
理
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
支
払
わ
れ
る
水
道
料
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
を
見
る
と
、
施
設
利
用
率
は　

％
で
最
大
稼
働

４９.６

率　

％
と
な
っ
て
お
り
、
水
の
使
用
供
給
に
は
ま
だ
十
分
余

８９
裕
の
あ
る
事
が
伺
え
ま
す
。　

　

供
給
単
価
は　

・　

円
／�
、
給
水
原
価
は　

・　

円
／

１８０

３２

１７４

３４

�
、
収
益
率
は　

％
で
平
成　

年
度
は
、
1
千　

万
3
千
円

１４４

１４

429

の
純
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

料
金
改
定
も
過
去
５
回
実
施
し
、
平
成　

年
４
月
に
改
定

１１

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
５
ヵ
年
計
画

で
老
朽
化
し
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え
工
事
に
係
る

借
入
金
等
の
費
用
増
加
の
た
め
経
営
が
圧
迫
さ
れ
、
平
成
９

年
度
及
び
平
成　

年
度
決
算
で
赤
字
決
算
と
な
っ
た
た
め
、

１０

改
定
し
た
も
の
で
す
。

水道事業(上水道企業会計) Ｈ14決算

収益的収入(税込み）　　　　　　　　（単位：円）
185,808,226水道事業収益収　入

174,294,134営業収益内　訳

11,343,931営業外収益

170,161特別利益

上水道上水道

富良野沿線の水道料金　　　　　　　　　　　　（単位：円）

営  業  用一  般  用区　分市町村名

3,44820�まで1,512８�まで基本料金
上富良野町

175１�につき157１�につき超過料金

2,92216�まで1,253８�まで基本料金
富 良 野 市

218１�につき１８３１�につき超過料金

3,22516�まで1,618１０�まで基本料金
中富良野町

161１�につき161１�につき超過料金

2,71416�まで1,193８�まで基本料金
南富良野町

125１�につき111１�につき超過料金

1,73520�まで89010�まで基本料金
占 冠 村

70１�につき65１�につき超過料金

168,725,300水道事業費用支　出

116,460,275営業費用内　訳

50,838,131営業外費用

1,426,894特別損失

0予 備 費

資本的収支(税込み）　　　　　　　　（単位：円）

33,412,139資本的収入収　入

961,739負担金内　訳

150,400固定資産売却代金

0工事負担金・補助金

0出資金(他会計)

32,300,000企業債

90,801,264資本的支出支　出

59,213,603建設改良費内　訳

31,587,661企業債償還金

0固定資産取得費

57,389,125

不足額
(資本的収入－資本的支出)

57,389,125

過年度分損益勘定
保留資金

不足額
の補填

上
水
道
事
業
の
状
況



これはどうなっているの？

下水道下水道

�

　

下
水
道
は
、
生
活
に
伴
っ
て
生
じ
る
汚
水
を
速
や
か
に
排
除
し
、

水
洗
化
に
よ
っ
て
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地

で
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
根
幹
的
な
施
設
で
、
河
川
等
の
公
共
水

域
の
水
質
保
全
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
下
水
道

は
施
設
を
完
成
さ
せ
る
だ
け
で
は
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ず
、
稼

動
後
の
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
処
理
場
は
一
日
も
休

む
こ
と
も
な
く
汚
水
を
処
理
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
下
水
道
使

用
料
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
が
町
民
の
日
常
生
活
に
直
結

し
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
使

用
開
始
以
来　

年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

３０

　

最
近
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
年
間
約

１
千
万
円
程
度
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
に
よ

り
、
会
計
的
に
は
黒
字
の
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
①
有
収
率
が　

％
で
、

８２.４

将
来
の
老
朽
管
の
漏
水
防
止
等
維
持
管
理
に

多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
。
②
地
下
水
を

利
用
し
て
い
る
世
帯
を
除
い
て
は
、
ほ
ぼ　
１００

％
に
近
い
普
及
率
と
な
っ
て
お
り
、
料
金
収

入
の
増
加
は
望
め
な
い
こ
と
。
③
農
村
部
で

は
、
簡
易
水
道
事
業
や
飲
料
水
供
給
施
設
な

ど
水
道
事
業
も
幅
広
く
な
っ
て
お
り
、
水
道

事
業
全
体
を
見
な
が
ら
安
定
供
給
と
経
営
に

努
め
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、
受
益
者
負

担
の
原
則
に
基
づ
き
健
全
な
公
営
企
業
と
し

て
の
運
営
に
努
め
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水

の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
事
が
必
要
で
す
。

　歳入費目別比較 (Ｈ14年度) 　　　　　（単位：円）

比　率金　　額科　　目

2.513％22,183,320受 益 者 負 担 金

12.535％110,635,407下 水 道 使 用 料

30.907％272,800,000国 庫 補 助 金

21.550％190,217,000一 般 会 計 繰 入 金

26.897％237,400,000町 債

4.633％40,894,206繰 越 金

0.965％8,516,061そ の 他

882,645,994　 合　 　 計　

　

下
水
道
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企
業
（
公
営
企
業
）
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

経
費
の
負
担
区
分
を
前
提
と
し
た
独
立
採
算
制
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

経
営
収
支
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
、
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
た
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
状
況（
表
１
・
２
）を
見
る
と
、
歳
入
で
は
下
水
道
使
用

１４

料
は　

・　

％
で
他
は
受
益
者
負
担
金
、
補
助
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
、
町

１２

５３５

債
、
繰
越
金
と
な
っ
て
お
り
独
立
採
算
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。
歳
出
は
、

一
般
管
理
費
５
・　

％
、
施
設
管
理
費
６
・　

％
で
下
水
道
事
業
の
維
持
管

９１７

４４２

理
費
は　

・　

％
で
、
他
は
施
設
の
拡
張
等
の
工
事
費　

・　

％
と
借
入
金

１２

３５９

６０

５５２

の
返
済　

％
、
支
払
利
息　

・　

％
で
す
。

１１.６

１５

４８９

　

下
水
道
事
業
は
、
施
設
の
拡
張
工
事
、
そ
の
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
下
水
道
事
業
地
方
債
未
償
還
額
（
借
金
）
は
、

　

億
９
千
９
百
万
円
で
、
支
払
利
息
を
合
わ
せ
る
と　

億
９
千
５
百
万
円
に

３４

４８

な
り
、
平
成　

年
に
は
元
利
償
還
費
は
２
億
６
千
万
を
超
え
一
段
と
厳
し
い

２０

状
況
を
迎
え
ま
す
。
地
方
債
元
利
償
還
金
（
資
本
費
）
は
使
用
料
で
賄
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
賄
い
き
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、
一
般
会
計
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
経
費

に
つ
い
て
繰
出
基
準
に
基
づ
い
て
下
水
道
事
業
会
計
へ
繰
り
出
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
現
実
に
は
、
繰
出
基
準
に
基
づ
く
も
の
以
外
の
も
の
と
し
て
、

財
源
の
不
足
分
も
一
般
会
計
よ
り
繰
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
改
定
は
、
①
将
来
の
経
営
の
予

想
・
原
価
計
算
。
②
改
定
前
料
金
と
の
比
較
。

③
上
川
管
内
や
道
内
類
似
団
体
と
の
比
較
。

④
一
般
家
庭
用
、
営
業
用
、
団
体
用
な
ど
の

区
分
設
定
。
⑤
簡
易
水
道
と
の
連
携
を
検
討

し
、
充
分
な
協
議
を
重
ね
条
例
の
改
正
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
状
況

表－１

� ������������������������������������

今
後
の
推
移
と
課
題

上
水
道
料
金
改
正
は



これはどうなっているの？

�

　

平
成
３
年
の
供
用
開

始
か
ら　

年
が
経
過
し

１３

下
水
道
整
備
も
最
終
段

階
に
入
り
、
平
成　

年
１５

度
末
普
及
率
は　

％
、

７３

水
洗
化
率
は　

・
７
％

８２

に
達
し
、
今
後
は
機
械

の
更
新
、
修
繕
を
含
め

た
維
持
管
理
中
心
の
時

代
を
迎
え
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
の
徹
底

的
な
経
費
の
抑
制
、
水

洗
化
率
を　

％
に
近
づ

１００

け
有
収
水
量
の
増
加
を

図
り
、
未
収
金
の
回
収

　歳出費目別比較 (Ｈ14年度) 　　　　　（単位：円）

比　率金　　額科　　目

5.917％51,541,378一 般 管 理 費

6.442％56,116,763施 設 管 理 費

60.552％527,457,243建 設 事 業 費

11.600％101,036,737償 還 金

15.489％134,923,161支 払 利 息

871,075,282　 合　 　 計　

富良野沿線の下水道使用料　　　　　　　（単位：円）

一  般  用区　　分市  町  村  名

1,120８�まで基 本 料 金
上 富 良 野 町

140１�につき超 過 料 金

1,008８�まで基 本 料 金
富 良 野 市

168１�につき超 過 料 金

1,27510�まで基 本 料 金
中 富 良 野 町

151１�につき超 過 料 金

1,080８�まで基 本 料 金
南 富 良 野 町

84１�につき超 過 料 金

95010�まで基 本 料 金
占 冠 村

95１�につき超 過 料 金

　

下
水
道
事
業
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
管
理
費

の
財
源
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
一
般
会
計
に
よ
る
負
担
に
よ
っ
て
経
営
を

賄
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
経
費
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
事
業
の
経
営
に
伴
う
収
入
（
下
水
道
使
用
料
）
で
賄
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
の
処
理
に
係
る
維
持
管
理
費
、
具

体
的
に
は
、
人
件
費
、
動
力
費
、
薬
品
費
、
施
設
補
修
費
、
管

渠
清
掃
費
及
び
そ
の
他
の
維
持
管
理
費
と
汚
水
に
係
る
資
本
費

（
地
方
債
元
利
償
還
費
）
に
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
維
持
管
理
費

は　

％
賄
え
て
は
い
る
も
の
の
資
本
費
を
含
め
る
と
半
分
も
賄

１００
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
使
用
料
の
不
足
分
を
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
で
補
っ
て
お
り
、
地
方
財
源
が
一
段
と
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
な
か
、
一
般
会
計
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

表－２

な
ど
財
源
確
保
の
企
業
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
使

用
料
水
準
の
適
正
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
財
政
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
な
か
、
下

水
道
使
用
料
の
見
直
し
が
当
然
発
生
し
て
く
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
を
設
定
す
る
要
素
と
し
て

は
、
①
料
金
改
定
に
よ
り
住
民
の
高
額
負
担
感
が
強
く

な
り
、　

水
洗
化
普
及
に
影
響
を
与
え
な
い
水
準
で
あ

る
こ
と
。
②
住
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
水
準
で
あ
る
こ

と
。
③
全
道
の
平
均
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
水
準
で
あ

る
こ
と
。
④
下
水
道
特
別
会
計
と
し
て
、
経
営
上
必
要

な
水
準
で
あ
る
こ
と
等
を
十
分
考
慮
し
て
検
討
し
て
い

く
事
が
重
要
で
す
。

上富良野浄化センタ上富良野浄化センターー

今
後
の
推
移
と
課
題
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議会の“窓”

◆
議
会
広
報
の
中
で
、「
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
」？
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
町
広
報
誌
で
伝

え
き
れ
な
い
部
分
や
、
町
民
の
知
り
た
い
事

柄
を
、
広
報
委
員
が
２
班
に
分
か
れ
、
独
自

に
テ
ー
マ
を
考
え
、
調
査
や
取
材
な
ど
に
よ

っ
て
資
料
を
収
集
し
、
自
ら
が
編
集
す
る
紙

面
で
す
。

◆　

月
１
日
開
設
予
定
の
保
健
福
祉
総
合
セ

11
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
る
緞
帳
に
、

我
が
町
に
美
術
館
を
持
つ
、
後
藤
画
伯
の「
臥

龍
の
桜
」
の
絵
が
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
桜
の
木
は
岐
阜
県
飛
騨
高

山
に
あ
り
、
龍
が
臥（
ふ
）し
て
い
る
姿
に
見

え
る
こ
と
か
ら
臥
龍
の
桜
と
呼
ば
れ
樹
齢
1

2
0
0
年
と
い
う
長
寿
の
桜
の
木
を
、
後
藤

画
伯
が
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
か
き
あ
げ
ら

れ
た
も
の
で
と
て
も
優
雅
で
力
強
い
作
品
で

す
。
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
こ
の
施
設
に
は
、

と
て
も
相
応
し
い
絵
で
す
。
町
民
に
は
い
つ

ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
、
観
る
人
の
心
を
豊
に

安
ら
か
な
る
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
岩
田　

記
）

委
員
長  
中
村
有
秀

副
委
員
長  
渡
部
洋
己

委　

員  
西
村
昭
教

　

〃　
  
米
谷　

一

　

〃　
  
岩
田
浩
志

　

〃　
  
金
子
益
三

　
【
４
月
】

５
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

27
　
【
５
月
】

　

日　

串
内
草
地
組
合
議
会

10
　

日　

第
１
回
臨
時
会

17
　

日　

鹿
児
島
県
姶
良
伊
佐
郡
町
議
会
議
長
会

21
　
　
　

視
察
来
町

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

27
　
【
６
月
】

４
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

厚
生
常
任
委
員
会

　

日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
　

日　

議
員
協
議
会

16
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

17
　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

18
　

日　

第
２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

21
　

日　

第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

22
　
【
７
月
】

１
日　

福
島
県
猪
苗
代
町
議
会
視
察
来
町

６
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

７
日
〜
８
日　

全
道
議
員
研
修
会
・

　
　
　

長
沼
町
視
察
（
札
幌
市
、
長
沼
町
）

　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

13
　

日　

津
市
議
会
民
主
ク
ラ
ブ
視
察
来
町

13

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

�

　

７
月
７
日
、

８
日
の
二
日
間
、

議
員
全
員
に
よ

る
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、

北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
が
主

催
す
る
全
道
議

員
研
修
会
に
参

加
し
、
政
治
評

論
家
の
森
田
実

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤
えええええええええええええええええええええ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

赤赤
ええ
んん
ぴぴ
つつ

氏
か
ら
「
政
局
展
望
」
に

つ
い
て
、
北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
の

神
原
勝
氏
か
ら
「
自
治
体

再
構
築
の
課
題
と
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
森
田
氏
は
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
動
向
と

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
水
と
食
糧
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
、
食
料

の
自
給
率
を
高
め
、
地
方

と
中
･
小
企
業
を
大
事
に

せ
よ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
日
は
、
町
議
会
独
自

の
研
修
と
し
て
、
長
沼
町

を
訪
問
し
、「
高
度
情
報

化
推
進
事
業
」
と
「
道
の

駅
マ
オ
イ
の
丘
公
園
に
併

設
さ
れ
て
い
る
農
産
物
直

売
所
」
に
つ
い
て
、
視
察

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

活発な質疑がかわされた長沼町視察活発な質疑がかわされた長沼町視察

全道議員研修会･ 長沼町視察
～参議院議員選挙の動向は～


